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訳
者
あ
と
が
き

本
訳
書
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
著
『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
は
、

訳
出
に
あ
た
り
シ
モ
ー
ヌ
・
バ
レ
イ
エ
に
よ
る
校
訂
版
（M

m
e de Staël, 

C
orinne ou l’Italie,  Edition présentée, établie et annotée par Sim

one 

B
alayé, G

allim
ard, collection folio, 1985

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
下

に
述
べ
る
と
お
り
、
今
世
紀
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
各
種
テ
ク
ス
ト
を
参

照
し
た
。

シ
モ
ー
ヌ
・
バ
レ
イ
エ
が
テ
ク
ス
ト
を
確
立
し
た
、
こ
の
ガ
リ
マ
ー
ル

社
フ
ォ
リ
オ
版
は
今
に
至
る
ま
で
刷
を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に

バ
レ
イ
エ
は
二
〇
〇
〇
年
に
ス
タ
ー
ル
夫
人
全
集
の
第
一
回
配
本
と
し

て
、『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
を
オ
ノ
レ
・
シ
ャ
ン
ピ
オ
ン

社
（H

onoré C
ham

pion

）
か
ら
も
刊
行
し
た
。

ま
た
二
〇
一
七
年
に
は
、
カ
ト
リ
オ
ナ
・
セ
ト
（C

atriona Seth

）
に

よ
っ
て
「
ス
タ
ー
ル
夫
人
全
集
」
が
や
は
り
ガ
リ
マ
ー
ル
社
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
ド
叢
書
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、『
社
会
制

度
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
し
た
文
学
に
つ
い
て
』
い
わ
ゆ
る
『
文
学

論
』（D

e la littérature

）、
書
簡
体
小
説
『
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
』（D

elphine

）、

そ
し
て
『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

バ
レ
イ
エ
校
訂
フ
ォ
リ
オ
版
同
様
に
こ
れ
ら
の
書
に
も
、
こ
の
小
説
を

め
ぐ
る
克
明
な
生
成
過
程
（genèse

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
解
説
、
大
量

の
註
釈
そ
の
他
が
含
ま
れ
て
い
る
。
訳
者
は
、
近
年
の
こ
れ
ら
の
刊
行
に

接
し
た
こ
と
で
、
三
十
年
近
く
前
に
『
コ
リ
ン
ナ
　
美
し
き
イ
タ
リ
ア
の

物
語
』（
国
書
刊
行
会
）
と
い
う
表
題
で
刊
行
し
た
自
身
の
訳
書
を
改
め

て
世
に
問
う
こ
と
を
心
に
決
め
た
。
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ス
タ
ー
ル
夫
人
に
つ
い
て

ス
タ
ー
ル
夫
人
（
一
七
六
六
―
一
八
一
七
）
の
名
は
、
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
世
界
史
の
授
業
で
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
時
の
財
務

総
監
ジ
ャ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ケ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
読
み
と
し
て
は
ネ
ッ
ケ
ー

ル
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
愛
娘
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・

ネ
ッ
ケ
ル
（
後
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
）
に
つ
い
て
知
る
人
は
多
く
は
な
い
だ

ろ
う
。

一
七
六
六
年
パ
リ
に
生
ま
れ
て
、
母
親
の
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
主
催
の
サ
ロ
ン

で
、
幼
い
時
か
ら
十
八
世
紀
を
代
表
し
、
歴
史
に
そ
の
名
を
と
ど
め
る
よ

う
な
人
々
に
接
し
な
が
ら
成
長
し
た
。
後
に
自
身
が
主
催
す
る
サ
ロ
ン
に

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
や
っ
て
来
る
文
人
、
政
客
を
集
め
た
。

一
七
八
六
年
、
二
十
歳
で
パ
リ
駐
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ス
タ
ー

ル
男
爵
と
結
婚
。
一
七
八
八
年
に
二
十
二
歳
で
『
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・

ル
ソ
ー
の
著
作
と
性
格
に
つ
い
て
の
書
簡
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の

後
も
様
々
な
論
考
を
出
版
し
た
が
、
後
世
に
特
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
一
八
〇
〇
年
『
文
学
論
』、
一
八
一
三
年
『
ド
イ
ツ
論
』（D

e 

l’Allem
agne

）
で
あ
る
。

一
七
九
五
年
に
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
試
論
」（l’Essai sur les fictions

）

を
出
し
て
い
る
が
、
実
際
に
書
か
れ
た
主
た
る
長
編
小
説
が
、
一
八
〇

二
年
に
出
さ
れ
た
小
説
『
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
』、
一
八
〇
七
年
『
コ
リ
ー
ヌ
　

あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
で
あ
っ
た
。

財
務
総
監
で
あ
っ
た
父
と
と
も
に
、
ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
始
ま
り

に
直
面
し
た
。
そ
の
後
、
政
治
状
況
の
進
展
と
と
も
に
、
自
由
を
求
め
る

ゆ
え
に
、
台
頭
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
と
の
対
立
に
至
り
、
一

八
〇
三
年
に
は
つ
い
に
パ
リ
滞
在
禁
止
令
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
国
外
追
放

令
を
受
け
る
身
と
な
っ
た
。
父
親
の
出
身
地
で
あ
る
ス
イ
ス
、
レ
マ
ン
湖

畔
の
コ
ペ
の
館
に
蟄
居
の
身
と
な
る
。

一
八
〇
四
年
、
夫
人
は
こ
の
地
か
ら
ド
イ
ツ
へ
旅
に
出
る
の
だ
が
、
そ

の
旅
こ
そ
が
、
こ
の
小
説
『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
の
構
想

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
旅
行
中
に
、
父
ネ
ッ
ケ

ル
の
訃
報
に
よ
っ
て
コ
ペ
に
戻
る
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
旅
立
つ
。『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
の
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
。

一
八
一
〇
年
に
は
、
出
版
を
目
前
に
し
て
、『
ド
イ
ツ
論
』
が
皇
帝
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
即
時
廃
棄
の
命
令
を
受
け
、
夫
人
は
コ
ペ
と
ジ
ュ
ネ

ー
ヴ
に
居
住
指
定
を
受
け
る
身
と
な
っ
た
。
一
八
一
二
年
に
、
つ
い
に
コ

ペ
を
脱
出
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
経
て
、
亡

夫
の
故
郷
で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
る
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
凋
落
の
報
を
得
て
、
一
八
一
四
年
に
パ
リ
へ
戻
っ
た
。

こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
『
追
放
十
年
』（D

ix années d’exil

）
は
未
完

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
訳
者
が
挙
げ
た
い
著
書
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
一

七
年
五
十
一
歳
で
死
去
す
る
前
年
に
発
表
さ
れ
た
「
翻
訳
の
精
神
に
つ

い
て
」（D

e l’esprit des traductions

）
も
。
シ
モ
ー
ヌ
・
バ
レ
イ
エ
は
、
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ガ
リ
マ
ー
ル
社
フ
ォ
リ
オ
版
『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』（
一

九
八
五
年
版
）
の
解
説
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
生
涯
を
次
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
自
由
検
証
の
精
神
に
よ
っ
て
、
自
分
が
継
承
し

た
啓
蒙
主
義
の
教
育
か
ら
逸
脱
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
党

派
の
人
々
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
党
員
、
過
激
王
党
派
、

後
に
は
、
古
典
派
の
古
参
親
衛
隊
、
時
と
し
て
ロ
マ
ン
派
に
。
彼
ら

は
夫
人
の
著
書
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
の
に
。
つ
い
に
は
、
一
八
七
〇

年
以
後
、『
ド
イ
ツ
論
』
が
、
独
仏
戦
争
に
敗
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の

憎
し
み
の
的
と
な
っ
た
が
、
今
日
も
な
お
夫
人
は
、
論
争
的
、
攻
撃

的
言
葉
で
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
過
去
の
著
作
は
た
い
て
い
平
穏

に
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
彼
女
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
い

の
は
、
お
か
し
な
こ
と
だ
。
以
前
よ
り
公
平
な
研
究
が
な
さ
れ
て
夫

人
を
次
第
に
正
当
な
位
置
に
つ
か
せ
た
の
は
、
つ
い
こ
の
三
十
年
ほ

ど
の
こ
と
で
あ
る
。

訳
者
と
し
て
は
、
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
書
か
れ
た
三
十
年
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
ス
タ
ー
ル
夫
人
研
究
者

と
し
て
の
、
ま
た
「
ス
タ
ー
ル
夫
人
研
究
学
会
」
の
会
長
と
し
て
の
、
シ

モ
ー
ヌ
・
バ
レ
イ
エ
の
奮
闘
の
軌
跡
で
あ
る
こ
と
を
。

『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
が
生
ま
れ
る
ま
で

冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
の
テ

ク
ス
ト
確
立
者
シ
モ
ー
ヌ
・
バ
レ
イ
エ
や
、
カ
ト
リ
オ
ナ
・
セ
ト
が
と
も

に
力
を
こ
め
て
、
そ
の
解
説
で
書
き
述
べ
て
い
る
の
が
、
こ
の
小
説
の
生

成
過
程
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
十
八
世
紀
は
、
啓
蒙
思
想
家
が
多
く
活
躍
し
た
世

紀
で
あ
っ
た
が
、
文
学
に
お
い
て
は
貴
族
、
文
学
者
、
芸
術
家
の
集
っ
た

サ
ロ
ン
が
確
立
し
、
古
典
主
義
が
乗
り
越
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
社

会
構
造
の
変
化
に
と
も
な
い
、
サ
ロ
ン
に
も
新
興
勢
力
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
、
啓
蒙
思
想
家
が
集
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
七
八
九
年
の
革
命
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
、
サ
ロ
ン
は
文
芸
サ
ロ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
政
治
、
社

会
を
め
ぐ
る
議
論
の
場
、
政
治
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
空
間
に
変
容
を
と
げ
て

い
た
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
何
よ
り
も
『
ド
イ
ツ
論
』
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

に
ロ
マ
ン
主
義
理
論
を
も
た
ら
し
た
人
と
し
て
、
後
世
に
そ
の
名
を
残
し

て
い
る
。
そ
の
『
ド
イ
ツ
論
』
執
筆
へ
と
進
む
第
一
歩
と
な
る
ド
イ
ツ
へ

の
旅
は
、
一
八
〇
三
年
十
一
月
に
子
ど
も
ら
を
連
れ
て
、
当
時
同
志
に
し

て
愛
人
で
あ
っ
た
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
（B

enjam
in C

onstant, 
一
七
六
七
―
一
八
三
〇
）
と
と
も
に
出
発
。
ち
な
み
に
コ
ン
ス
タ
ン
は
、

小
説
『
ア
ド
ル
フ
』
の
作
者
で
あ
る
が
、
後
年
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
と
し

て
も
活
躍
し
た
。
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十
二
月
に
は
ワ
イ
マ
ー
ル
に
到
着
、
シ
ラ
ー
、
ゲ
ー
テ
、
ヴ
ィ
ー
ラ
ン

ト
に
会
う
。
翌
年
四
月
に
、
父
ネ
ッ
ケ
ル
の
訃
報
を
受
け
て
急
遽
コ
ペ
に

帰
宅
す
る
の
だ
が
、
こ
の
初
め
て
の
ド
イ
ツ
旅
行
に
お
い
て
は
、
未
だ

『
ド
イ
ツ
論
』
執
筆
の
明
確
な
意
思
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
八
〇
四
年
二
月
に
ワ
イ
マ
ー
ル
の
劇
場
で
当
時
大

成
功
を
お
さ
め
て
い
た
歌
劇
「
ラ
・
サ
ア
ル
の
ニ
ン
フ
（
妖
精
）」
を
観

劇
。
そ
の
翌
日
に
は
早
速
、
父
親
に
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。「
昨
日
、

素
晴
ら
し
い
想
像
力
と
夢
幻
の
演
劇
を
観
て
、
新
た
な
小
説
の
構
想
を
思

い
つ
き
ま
し
た
」。
そ
し
て
「
こ
の
ド
イ
ツ
人
と
い
う
の
が
独
特
な
国
民

で
す
。
ご
く
さ
り
げ
な
い
の
で
す
が
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
想
像
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
」。

夫
人
に
新
し
い
小
説
執
筆
の
構
想
を
も
た
ら
し
た
、
こ
の
歌
劇
「
ラ
・

サ
ア
ル
の
ニ
ン
フ
」
は
、
水
の
妖
精
が
一
人
の
騎
士
を
愛
す
る
が
、
こ
の

騎
士
は
ニ
ン
フ
が
不
死
で
あ
る
こ
と
、
人
間
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
、
た
だ
の
死
す
べ
き
存
在
に
す
ぎ
な
い
女
の
た
め
に
、
ニ
ン
フ
を

捨
て
て
し
ま
う
。
夫
人
は
、
こ
こ
に
優
れ
た
女
性
と
い
う
主
題
を
見
て
取

る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
テ
ー
マ
を
活
か
す
小
説
舞
台
と
し
て
、
イ
タ
リ

ア
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
イ
タ
リ
ア
を
舞
台
と
し
た
小
説
の
執
筆
に
向
け
て
、

一
八
〇
四
年
十
二
月
四
日
に
三
人
の
子
ど
も
ら
と
、
ド
イ
ツ
で
知
己
を
得

て
、
子
ど
も
の
教
育
役
を
依
頼
し
て
い
た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
（A

ugust W
ilhelm

 Schlegel

）
と
と
も
に
ジ
ュ
ネ

ー
ヴ
を
出
発
し
て
い
る
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
、
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義

に
つ
い
て
論
じ
た
批
評
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
レ
マ
ン
湖
畔
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
下
り
、
モ
ン
・
ス
ニ
峠
を
越
え
て
（
小
説
の
結
末
近
く

で
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
も
妻
子
を
連
れ
て
こ
の
峠
を
越
え
て
い
る
）
イ
タ
リ
ア

入
り
し
た
。
コ
ペ
に
戻
っ
た
の
は
、
翌
年
の
六
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
作
家
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
ば
か
り
の
構
想
を
、
小
説
と
し
て
結

実
さ
せ
る
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
。
旅
行
中
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
は
、
ロ
ー
マ

で
た
だ
古
代
ロ
ー
マ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
ナ
ポ
リ
へ

の
旅
立
ち
の
時
か
ら
、
登
場
人
物
た
ち
が
イ
タ
リ
ア
の
地
の
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
を
思
い
描
い
て
い
る
。
ナ
ポ
リ
に
着
い
た
後
は
、
ヴ

ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
に
登
り
、
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
に
足
を
踏
み
入
れ
、
小
説
の
中

で
コ
リ
ー
ヌ
が
即
興
詩
を
披
歴
す
る
こ
と
に
な
る
ミ
ゼ
ー
ノ
岬
に
も
出
か

け
て
い
る
。

こ
の
翌
年
六
月
に
コ
ペ
に
帰
り
つ
く
ま
で
の
実
際
の
旅
程
が
、
バ
レ
イ

エ
に
よ
る
二
〇
〇
〇
年
刊
行
の
『
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
の

巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
旅
の
手
帳
を
も
と

に
、
バ
レ
イ
エ
が
甦
ら
せ
た
足
跡
で
あ
る
。

訳
者
は
、
こ
の
旅
程
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
小
説
の
主
人
公
た
ち
が
め

ぐ
る
土
地
の
名
を
、
イ
タ
リ
ア
全
土
の
地
図
で
確
認
し
た
。
一
九
九
〇
年

に
旧
友
の
三
須
リ
ツ
子
氏
と
訪
れ
た
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ミ
ラ
ノ
で
見
た
風
景
、
景
観
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
。
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こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
お
よ
び
構
造

こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
お
よ
び
構
造
は
単
一
で
は
な
い
。
登
場
人
物
に
焦

点
を
あ
て
れ
ば
、
優
れ
た
女
性
と
平
凡
な
女
性
の
間
に
い
る
男
性
と
い
う

テ
ー
マ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
小
説
執
筆
が
発
想
さ
れ
た
の
が
、
ワ
イ
マ
ー

ル
で
の
観
劇
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

小
説
の
筋
立
て
と
し
て
は
、
コ
リ
ー
ヌ
と
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
恋
物
語
で
あ
る

こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
物
語
の
全
体
を
覆
っ
て
い
る
の
は
、
亡

く
な
っ
た
父
親
に
よ
る
息
子
オ
ズ
ワ
ル
ド
に
対
す
る
支
配
力
で
あ
る
。
ス

タ
ー
ル
夫
人
に
対
す
る
父
ネ
ッ
ケ
ル
の
よ
う
に
。

し
か
し
、
全
体
を
見
直
せ
ば
、
こ
の
恋
物
語
の
中
に
は
、
複
数
の
重
要

な
テ
ー
マ
が
重
な
り
合
い
、
い
く
つ
も
の
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
随
一
の
即
興
詩
人
で
あ
る
コ
リ
ー
ヌ
が
、
イ
ギ
リ
ス
軍
人
オ
ズ

ワ
ル
ド
に
ロ
ー
マ
を
案
内
し
て
回
る
。
歴
史
的
建
造
物
は
勿
論
の
こ
と
、

彫
像
、
絵
画
、
音
楽
、
文
学
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
人
の
暮
ら
し
、
そ
の
気
質
、

信
仰
生
活
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
と
の
議
論
と
も
な
る
。
ス
タ

ー
ル
夫
人
は
、
恋
物
語
を
軸
と
し
て
、
古
代
ロ
ー
マ
を
懐
に
抱
く
イ
タ
リ

ア
そ
の
も
の
を
描
き
出
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
半
島
の
古
代
か
ら
十
九
世

紀
初
頭
に
至
る
歴
史
と
文
化
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
自
然
、
イ
タ
リ
ア
半
島

に
住
む
人
々
…
…
小
説
の
題
名
が
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
さ

し
く
、『
ド
イ
ツ
論
』
に
先
駆
け
て
執
筆
さ
れ
た
「
イ
タ
リ
ア
論
」
な
の

で
あ
る
。

ロ
ー
マ
か
ら
始
ま
る
コ
リ
ー
ヌ
と
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
恋
の
日
々
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
後
期
の
一
七
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
夫
人
が
イ
タ
リ
ア
に
入
っ
た
の
は
一
八
〇
四
年
末
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
ロ
ー
マ
の
美
術
品
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
よ
っ
て
略
奪
、
移
送
さ
れ
る

以
前
の
時
期
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
リ
ー
ヌ
が
オ
ズ
ワ
ル
ド

と
と
も
に
訪
れ
る
美
術
品
は
、
ス
タ
ー
ル
夫
人
が
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
見

た
も
の
で
あ
り
、
小
説
家
の
想
像
力
に
よ
っ
て
、
本
来
あ
っ
た
場
所
、
イ

タ
リ
ア
の
博
物
館
、
教
会
な
ど
へ
と
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に

入
っ
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
下
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
半
島
を
描
く
こ
と
は
、

作
家
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
に
一
目
瞭
然
で
あ
る
テ
ー
マ
は
、
様
々
な
比
較
対
照
が
表
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
コ
リ
ー
ヌ
の
国
イ
タ
リ
ア
と
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
典
型
の
よ
う
に
描
か
れ
る
デ
ル
フ
イ
ユ
伯

爵
。
北
と
南
。
イ
タ
リ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
。

訳
者
の
心
に
響
く
、
諸
芸
術
に
つ
い
て
の
比
較
論
も
あ
っ
た
。
コ
リ
ー

ヌ
が
絵
画
を
前
に
し
て
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
語
り
つ
つ
、
演
劇
と
詩
と
絵

画
が
そ
れ
ぞ
れ
表
現
で
き
る
も
の
、
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
く

だ
り
で
あ
る
。

ま
た
、
訳
者
は
、
ベ
ア
ト
リ
ス
・
デ
ィ
デ
ィ
エ
著
『
ス
タ
ー
ル
夫
人
の

「
コ
リ
ー
ヌ
　
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
」』（B

éatrice D
idier, C

orinne ou 

l’Italie de M
adam

e de Staël , G
allim

ard, 1999

）
を
読
む
機
会
を
得
た

の
だ
が
、
思
い
が
け
な
い
感
銘
を
受
け
た
。
デ
ィ
デ
ィ
エ
は
、
こ
の
小
説
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を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
の
小
説
の
構
成
に
つ
い
て
、

三
人
称
で
語
ら
れ
る
恋
の
物
語
が
基
調
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
文
体
が

共
存
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
体
を
併
存
さ

せ
て
い
る
、
と
い
う
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
、
即
興
詩
人
で
あ
る
コ
リ
ー
ヌ
は
、
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
の
丘
で
、

ま
た
ナ
ポ
リ
の
田
園
で
、
そ
し
て
最
期
を
迎
え
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
、
聴

衆
を
前
に
し
て
詩
を
詠
い
上
げ
て
い
る
。
他
方
、
ロ
ー
マ
で
遺
跡
、
諸
美

術
の
解
説
を
す
る
コ
リ
ー
ヌ
は
オ
ズ
ワ
ル
ド
に
語
り
か
け
な
が
ら
も
、
こ

れ
は
そ
の
ま
ま
美
術
論
、
芸
術
論
と
な
っ
て
お
り
、
文
体
と
し
て
は
論
説

で
あ
る
。

そ
し
て
、
コ
リ
ー
ヌ
の
夜
会
で
は
、
参
加
者
た
ち
の
対
話
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
当
代
の
名
士
た
ち
と
活
発
な
対
話
を
交
わ
し

た
作
者
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
よ
う
に
。
ま
た
、
物
語
の
進
展
に
つ
れ
て
、
コ

リ
ー
ヌ
と
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
間
に
は
、
手
紙
の
や
り
と
り
が
数
回
あ
る
。
読

者
は
こ
れ
ら
の
手
紙
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
称
で
綴
ら
れ
る
文
体

に
出
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

旅
の
物
語

訳
者
は
こ
こ
で
改
め
て
、
こ
の
小
説
が
旅
の
物
語
で
も
あ
る
こ
と
に
触

れ
た
い
。
ス
タ
ー
ル
夫
人
自
身
が
、
そ
の
一
生
を
通
じ
て
幾
度
の
旅
を
し

た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
十
歳
の
時
に
父
母
に
連
れ
ら
れ
て
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ

た
の
を
皮
切
り
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
た
パ
リ
と
ス
イ
ス
・

レ
マ
ン
湖
畔
と
の
往
復
。
追
放
さ
れ
た
身
で
の
、
ド
イ
ツ
そ
し
て
イ
タ
リ

ア
旅
行
。
そ
し
て
一
八
一
二
年
の
亡
命
の
旅
で
は
、
コ
ペ
か
ら
、
キ
エ
フ

（
キ
ー
ウ
）、
モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
至
る
ま
で
大
陸
を
横
断
の
後
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
た
ど
り
着
く
。

こ
の
よ
う
な
作
者
の
人
生
を
映
し
出
す
る
か
の
よ
う
に
、『
コ
リ
ー
ヌ
　

あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
』
も
、
旅
ま
た
旅
の
小
説
で
あ
る
。
物
語
を
展
開

さ
せ
て
行
く
の
は
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
が
繰
り
返
す
旅
な
の
で
あ
る
。

早
々
と
こ
の
小
説
の
第
一
部
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
旅
に
つ
い
て
の
、

作
者
自
身
の
感
慨
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

旅
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
人
生
に
お
け
る
最
も
寂
し

い
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
な
た
が
ど
こ
か
異
国
の
町
で
な
ん
と

か
や
っ
て
行
け
た
ら
、
あ
な
た
は
そ
こ
を
自
分
の
故
国
と
思
い
始
め

て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
見
知
ら
ぬ
国
々
を
旅
し
て
行
き
、
ほ
と
ん
ど

理
解
で
き
な
い
外
国
語
を
耳
に
し
、
あ
な
た
の
過
去
に
も
未
来
に
も

無
縁
の
人
々
の
顔
を
見
る
の
は
、
孤
独
と
孤
立
の
中
に
身
を
置
く
こ

と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
も
、
自
尊
心
を
覚
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
。

一
八
一
二
年
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
向
け
て
大
陸
を
横

断
の
後
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
た
ど
り
着
く
。『
追

放
十
年
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
の
は
こ
の
旅
の
途
上
に
お
い
て
で
あ
る
。


